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薔薇は，ヨーロッパ文学の，特に杼情詩の歴史の上できわめて伝統的な花である。ド

イツ文学においても，われわれは，さまざまの薔薇の花を知っている。近代においては，

リルケとケオルゲの薔薇の花が，それぞれ独自な〃意味〃をわれわれに語りかけてくる。

晩年のリルケの薔薇は，詩人の実存の深い影を，ゲオルゲの遅咲きの薔薇は，近代詩人

の運命の濃い陰影を宿しているかに見える。シュティフタアの静読な薔薇も，忘れがた

い。ゲーテの〃野バラ〃に開花した可憐な薔薇－その背後に咲いている数知れぬ民謡

-Volkslied-の薔薇は，更に遠く中世のミンネ・ザングの五月の野にわれわれを誘う。

またバロック期の詩人アンゲルス・シレシウスの神の前に咲く永遠の薔薇も，われわれ

に遠い記憶を呼びさます。シェクスピアのソネットの薔薇，ルネッサンスの詩人ロンサ

ールの薔薇，そしてダンテの最高天に咲く愛と浄福に輝く壮麗な薔薇－そして，またそ

のかなたに，ラテン的中世，古代ローマ，ヘレニズム期のギリシヤ，古典期のギリシヤ

と，それぞれの精神的風土に咲いた数々の薔薇の花の展望がわれわれの目の前にくりひ

ろげられる。そして，最後にわれわれが見出すのは，オリエントの真紅の薔薇の花であ

る。

今，このオリエントの栽培薔薇が，いかなる歴史的変遷を辿って，ギリシヤ・ローマ

のいわゆる地中海文明に移植され，更にヨーロッパ文化の形成期，中世の世界に開花し

たかという，いわゆるRosenkultur-薔薇栽培一の歴史を，ヨーロッパの文化-Kultur-

の歴史の相の下に展望したいというのが，この小論に寄せる筆者の願いである。

従って，筆者は，このささやかな花の歴史を，歴史的概念としてのヨーロッパ文化の

形成という〃全体〃に対する〃個〃の一例として展望するという視点をとった。クルチ

ウスのいわゆる伝統の連続性-Kontinuitatl)という概念と，その質的変化-Variation

-という概念を，薔薇モチーフの歴史的変遷に導入して，これを指針として論旨を進め

たいと思うものである。

1古代ギリシヤの薔薇

古代ギリシヤには，もともと原生種の白い薔薇が咲いていた。しかし，この花はギリ
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シヤ人にとって野辺に咲く名も知らぬ花であった。彼らは，この花を，単に花のうてな

(砿ｽUど）と呼んでいた。彼らの愛していた花は，クロッカス，すみれ，ヒアシンス，す

いせん，ミルテなどであった。ヘロドトスは，薔薇栽培について，バビロニヤ人が彼ら

の戦勝国ペルシャから移入したと誌している。ギリシヤも，このオリエントの栽培薔薇

を小アジアを通して移植したと考えられる。彼らは，この赤い五弁の花をβ660〃と名

付けた。

われわれは，まずホメーロスの二大叙事詩にβ060-6伽でUｽ0く（薔薇色の指もてる）と

いう暁の女神のエピテタを見出す。勿論，これは一種の枕詞であって常套的意味でしか

ないが，東方（オリエント）にさしのぼる陽の光を浴びて真紅に映える薔薇のイメージ

は，ホメーロスのくりひろげる壮大な叙事絵巻を飾るにふさわしいものである。そして

この薔薇の曙光(aurora)モチーフは，後のギリシヤ・ラテンの詩文に継承されていく

のである。因みに古代伝説の一つは，地上を訪れた最初の曙光が紅の薔薇の花を残して

いったのだと説明している。

しかし，古典期のギリシヤの詩文は，サッポー(ca.600B.C.)を例外として，かなら

ずしも特に薔薇への愛好を示しているとは言えない。例えば，ギリシヤ悲劇においては，

僅かにエウリピデース（485～406B.C.)に至って，はじめて形容詞の形で（薔薇の）と

いう措辞を見るにすぎない。杼情詩の場合も，他のギリシヤの花々と共に，彼らの生活

の装飾的部分を占めていた。例えば，ホメーロスと対置されるイオニアの杼情詩人アル

キロコス(ca､650B.C､）のイアムボスを例にとってみよう。

ミルテの若枝と，美しい薔薇を手に，

女は，喜びたわむれた。その髪は

両の肩と背を蔽っていた。2）

ここに見られるように，薔薇は，ミルテと共にあでやかな女の姿に色を添えるに過ぎ

ない。ごく初期の作者不詳の花遊びの歌においても，すみれや香り草と一緒に薔薇が歌

われている。

わたしのバラはどこ，わたしのすみれは，わたしのきれいなせりかずらはどこ。

あなたのバラはここ，あなたのすみれは，あなたのきれいなせりかずらはここよ・3）

野に遊ぶギリシヤの少女たちは，恐らく頭に花飾りをつけて，こんな歌をうたい，踊

ったのであろう。

薔薇の花は，彼らの生活を飾るばかりでなく，女神を祀る祭祀の花でもあった。叙事

詩体のホメーロス讃歌の中の豊饒の女神，デメータアに捧げるヒムノスにも他の花々と

一緒に薔薇が歌われている4)oまたシモーニデース(ca.556～468B.C.)の勝利の歌5)に

見られるように，勝利者の頭を飾る花でもあった。

また，アプロディーテの頭を飾る花として，バツキュリデース(ca.505～ca.450B.C.)
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は，（薔薇をかむれる）という措辞6)を使っている。

しかし，何んといっても古代ギリシヤの薔薇の詩人は，サッポーをおいて他にない。

彼女がアルカイオスと共に，小アジアに近いレズポス島の生まれであったという点から

も，このオリエントの花は，イオニヤ系の杼情詩の流れと共にギリシヤに花咲いたと考

えることができよう。彼女は，乙女を愛するように薔薇を愛し，乙女を歌うように薔薇

を歌った。彼女は愛の女神キュプリス（アプロディーテの別名）を相る宮居を薔薇の花

で飾った。

うちには引水ひややかに，林檎樹の小枝を縫って，

漫漫たる流れ，境内は隈なく薔薇のかげに

蔽れたるに，諸葉のさやにとよめけば，

昏睡ぞしたたり落つる。7） (呉茂一訳）

後代のヴィーナスと薔薇のモチーフは，既にこの頃に始まっている8)。また，乙女た

ちの優雅な美しさを，殊の外，尊しとしたサッポーは，女神カリテース（優雅）を，（薔薇

色のくるぶしもてるみやび姫）－ββ066"Upo@Xαβ《rどく一とか,(薔薇色の腕もてるみ

やび姫）－βpo60"伽“くX"p@re<－と呼んでいる。サッポーの杼情詩では，薔薇が単な

る装飾的な花から愛と美をかなでる花へ推移を見せている。この推移は，古代ギリシヤの

英雄的なホメーロスの叙事詩的世界の解体に続くヘレニズム期のオリエント化された杼

情詩的世界を予告するものである。サッポーがプラトーンを始め，多くのヘレニズム期

の詩人たちに賞讃を受け，また多く学ばれたのも，彼女が新時代の精神の共感するとこ

ろを多く持っていたと言うことができよう。サツポーの薔薇は，アナクレオン(ca.570~

Ca､480B.C.)を経てヘレニズム期の詩人たちの詩の中に返り咲くのである。

、

2ヘレニズム期の薔薇

ヘレニズム期の詩文は，その大半が散供し，僅かに「ギリシヤ詞華集」－Anthologia

GraecaPalatina-によって往時の面影を忍ぶに過ぎない。一般に，この時期の作品が，

古典期の作品に比して過少評価されるのも無理からぬものがあるが，それにも拘わらず，

このオリエント化されたギリシヤ文化圏は，中世ヨーロッパの文化形成期に最も重要な

役割を果している。それというのも，ローマが古代の遺産としてギリシヤから継承し，

ゲルマン的，キリスト教的中世へ譲り渡したのは，ホメーロスの‘古代ギリシヤではな

く，ヘレニズム期のギリシヤであったからである。ルネッサンスが古典期のギリシヤを

発見するまで，中世のヨーロッパは，このヘレニズム期のギリシヤ文化をラテン語を通

じて培っていた。

このヘレニズム期の新しい精神とは，何であろうか。それは何よりも，ギリシヤ精神

のオリエント化をその主なる特徴とする。力と意志の美学は，愛と知の美学へと移行す
デ力ダンス

る。ニーチェ的視点に立てば，これは一種の生命の衰弱現象であろう。しかし，これを

文化形態学的に見れば，転身（メタモルフォーゼ）による一種の延命現象である。美術
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それと共に，薔薇はアプロディーテの感性的な美と愛の薫りをいやますのである。自

らをサッポーに比している女流詩人ノッシス(ca.300B.C.)は，ビーナス（愛人）の接

吻を知らない者には，薔薇の花のほんとうの美しさは分らないと歌っているﾕ2)oまた水

浴のビーナスの肌に薫る汗のにおいを薔薇の香にたとえるような官能性も見られる。

しかし，鞘晦は，やがて厭世と無常感に至る。美の移るい易さが，薔薇のモチーフと

なるのも，この時期からである。

花そうび

花のさかりは

ひとときか

すぎぬれば

尋いとも

花はなく

あるは茨のみ'3） (呉茂一訳）

（作者不詳）のこの調刺詩には，比嚥の世界から醒めた厭世の目が在る。地中海の夏は，

灼けつくように暑く，その太陽の下では，自然の花々も一時に咲き，一時に散る。凋落

は，開花と共に早い。美の恵みは，美の裏切りを以て終る。美を真なるものの比楡と観

じたプラトーンのイデアの世界も，このようなヘレニズム的精神風土の先駆と見ること

ができよう。プラトーンは，美の裏切り行為に対するに，オリエント的比楡の精神を以

てした。彼は美を永遠の相の下に観ることによって，危険で誘惑的な美を比喰の中に封

じ込めようとした。彼は，野に咲くギリシヤの薔薇の背後に，高貴なオリエントの薔薇

を見るように，アプロディーテ・パンデモス（万人の）に対しアプロディーテ・ウラニ

ア（天上の）を対置し，更にエロース・パンデモスに対し，エロース・ウラニアを対置

させた。（シンポジオーン）

われわれは，更に古代オリエント起源の神話を比職的に解釈したビオン（紀元前二世

紀の末，スミルナ生まれの牧歌詩人）のアドーニスの嘆きの歌に，同じような薔薇のモ

チーフを見出す。

アドーニスの唇から薔薇の花が散る。

パフイアンは涙する。アドーニスは血流す。

一滴また一滴と。血と涙は大地に花咲く。

血から薔薇が，涙からアネモネが咲くol4)

アドーニスはその愛人パフイアン（アプロディーテ）と同じくオリエント起源の神で

ある。アドーニスは，若い男の美の化身である。アドーニスの死は，移るい易い薔薇の

命に照応する。キプロス島で毎年盛夏に行われるアドーニスの死と復活を祀る祭礼には，

女たちが枯れ易い花を壷に入れてアドーニスの死を嘆く歌をうたった。この祭りには，オ
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リエント的な無常感とギリシヤ的な〃時〃の円環的思想が，死と復活という形であらわ

れている。即ち，アドーニスの命は，毎年，薔薇の花となって回帰する，という考え方

である。われわれは，この詩のモチーフを構成している受難一死一血一薔薇という連想

が，中世のキリスト教世界における薔薇モチーフへと非連続的連続線を描くことに着目

したい。赤い薔薇と殉教者，更にキリストの受難の観念連合の先駆をなすのが，このア

ドーニス神話であると言ってよかろうと思う。

この他，中世のラテン文学に影響を与えたテオクリトス（紀元前3世紀前半）の牧歌に

も，野に咲く薔薇の花を見ることができる15)。テオクリトスの「ヘレネーの婚礼歌」に

は薔薇の肌もてるヘレナアーβ06〃βのくcE雁"α一という古代的レトリックの名残を見

ることができる。同じ時代のカリマコスにも，同じように古代ギリシヤの残照に映える薔

薇が見られる。「みよ，乙女らよ’暁に開く薔薇の花が……」（パラスの浴み）。また

ホメーロスのエピテタに関連して，月と薔薇のモチーフが，サッポーの詩に，暁と薔薇と

露玉のモチーフが，メレアグロスの詩に見られる。そして（露に濡れた薔薇）という後に

定型化した措辞も，ヘレニズム期のエピグラムにその例を見ることができる。また，赤

い(唇)-xe?ｽ0く－或いは赤い(口)－ぴて6〃α－という措辞において,jo6〃βのく（薔薇色の）

が汀0β"peoく（深紅の）と競い合うのも，この時期からである。

3古代ローマの薔薇

ヘレニズム末期とほぼ同時代の帝政ローマ黄金時代の文学が，ヘレニズム文化をその

規範として学んだということは既に述べた通りである。ギリシャ語のβ660〃は，ラテン

語のmsaとして移植され，ローマ皇帝の官廷生活を飾るのである。かくて，オリエン

トの紅薔薇は，豪署な生活を色どる享楽の花となる。故事によると，クレオパトラがア

ントニウスをもてなしたのは，薔薇の香りで満された広間であった。薔薇の饗宴は，帝

政ローマにおいて絶頂に達した。古代ギリシヤでは，美と栄誉を飾った薔薇の冠が，こ

こでは酒盛りをする高官貴族たち，踊り子たち，笛吹く女たち，酌する小姓たちの頭を

飾った。薔薇の花弁は，愛の枕に，宮殿の床に撒かれた。酒宴の席は，薔薇の香にむせ

ぶほどであったと伝えられている。この事情を，ホラーチウス（65～8B.C､）のカルミ

ナ（歌章）は次のように歌っている。

トウスクスの王家の血を引くマエケーナスよ’

まだ口を開けたことのない樽の芳醇な酒が，

薔薇の花と，あなたの髪に塗る香油と共に

随分前からお待ちしている…'6

誰ぞかの華署の子は，ここだくの薔薇に埋れて

蕩乎たる芳香に臥し，たのしげの洞のもとに，

ピゥコャルラァよ汝を誘うは。…'7）

(第三巻の二十九）（国原吉之助訳）

(第一巻の五）（呉茂一訳）
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見よ東方に，曙の女神めざめ紅の扉と，

薔薇にみてる広間を打ち開きぬ。22）

女神オーロラも，ここでは，ローマ宮廷を色どる貴婦人の姿で登場する。これらの叙

事詩における薔薇の用例が少ないのは，薔薇が杼情詩において修辞的に定着したことを

意味するとも考えられる。ギリシヤ人の自然観照による新鮮な美しさが失われて，ロー

マの薔薇は文章を飾るレトリックの花と化したと言えよう。

薔薇モチーフの面から言えば，時の無常性を映した薔薇の用例に着目すべきであろう。

ヘレニズム末期にあらわれたこのモチーフは，安逸と華美へと傾斜する同時代のローマ

人の心に巣くう厭世的気分のあらわれとして歌いつがれて行く。ホラーチウスは，白髪

に薔薇をかざすことによって，生の享楽の背後に忍びよる〃老い〃を鮮明に描きだして

いる。

高くそそり立つ鈴懸や松の樹蔭にねそべり，

かぐわしい薔薇の花環で白髪を飾って，

アッシリアの甘松香を肌にぬりこめ，

さあ，生きているうちに一杯飲もう。23）

(第二巻の十一）（呉茂一訳）

この調刺的な表現の背後には，ホラーチウスのストア的な冷たい目が感じられる。美

の生命の短かさを認識するが故に，美を享楽する－これは単なる平板な享楽主義ではな

い。いわばストイックな快楽主義である。ホラーチラスの歌う薔薇は，エピキーユルの

園に咲く花であった。彼が「薔薇の花を撒け」24)(sPargerOsas)というも「一日を楽

しめ」(carpediem)というも，その心は一つである。それは，はかない命をいとおし

む心である。

いわば，この薔薇のアドーニス・モチーフが，プロペルテイウスの哀歌では，より切

実な痛みを訴えている。

よわい

はなやげる命のときに，識を知らざる令の時に，日々を楽しめ。

明日がお前の顔から輝きを奪わぬ間に。われは見たり，

パエストムの香り高き薔薇が命半ばに，熱風に枯死せるを25)。

（悲歌。四の五）

プロペルティウスは，その悲歌の中で，大地がその薔薇色の輝きをいかに疾く失いゆ

くかを，繰返し歌っている。このモチーフは，ラテン文学が，その黄金期から所謂白銀の

時代（14～138A.D)を経て，中世ラテン文学へと移行するにつれて，繰返しあらわれ

る。これは，ギリシヤ人の自然観照の目が，内面をみつめる目へと変質し，果敢さの自

覚が永遠を求める心へと変っていく時代精神の推移を物語るものである。中世的精神へ

と，いわば非連続的連続線を描くこの過渡の時代の精神を最もよく現わしている二つの

薔薇の歌をとりあげて分析を試みたいと思う。
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られる。例えば，女神ディオーネ（注，オケァーノスの娘。ゼウスとの間にアプロディーテを

設ける。女のゼウスの意）が，ここでは愛の女神で創造の母としてたたえられている。こ

のことからこの歌の作者は，愛に神話的色彩を与え，愛を万物創造の根源的行為と考え

ていることがわかる。上に引用した詩句の措辞についても，曙と西風と薔薇といった一

連の神話的観念連合，或いは露と薔薇，紅の花弁と蓋恥，アモール（愛の神童）と薔薇，

愛の女神と薔薇といった古代からの常套的な関係の上に構成されている。しかも，古代

的伝統とは異なる新しい息吹がこの詩に感ぜられる。それは，この古代的修辞を駆使す

る作者の精神の新しさである。例えば，､落ちようとする重さに震えながら，光ってい

る露玉を。その一つ一つの滴が，逆様の運命に耐えながら，小さな宇宿を宿すのを。、

とかぐ明日，緋色の被衣に隠した蓋恥を檮曙わず現すだろう。唯一人真節を誓う夫の

前にミという表現にこのご新しさミが読みとられる。ご落ちようとする重さミ，ご震え，ミ

ミ逆様の運命に耐えるミといった表現は，もちろん露玉のリアルな視覚的イメージであ

るばかりでなく，それに加えて対象を読み取る心の深さの産物でもある。この露玉は，

大字宿の創造行為にもつながる性の重みに耐えるように震えながら落ちかかっている。

薔薇の蕾に深く宿された蓋恥というも，遠くアダムとイブの原罪に根ざす根源的な人間

感情であろう。この薔薇に紅の蓋恥の衣を脱がせるのは，曙と共に落ちかかる露玉であ

る。この薔薇の蕾と露玉の間に，大宇宿の創造行為に照応する秘そやかな愛の営みが暗

示されている。ここに古代的な比職の世界は，中世的な象徴の世界へと移っていく。こ

の薔薇の蕾は，ギョム・ドゥ・ロリスの「薔薇物語」（1230）における乙女の愛の象徴

としての薔薇の蕾へ．と連続線がひかれ得る。

4中世の薔薇

薔薇の花が，他の花とは別格に真に花の中の女王の地位を与えられたのは，中世ヨー

ロッパにおいてであった。先ず新しい文化の担い手であるゲルマン，ケルト民族の薔薇

栽培の歴史を概観する。この両民族は，原生種の薔薇-Rosagallica-を持っていたが，

地中海文明から遠く離れた地域的条件もあって，栽培薔薇の移植は，比較的後代のこと

であった。特に西ヨーロッパ，北ヨーロッパが，オリエントの薔薇を知ったのは，アラ

ビヤ人やトルコ人によるところが大きかった。

十字軍は，オリエントの薔薇を多量に持ち帰ったと伝えられている。しかし，ローマ

文明に接していた南ヨーロッパでは，比較的早くから栽培薔薇を知っていたようである。

フランスは，ギリシヤ，ローマを経て薔薇を知った。従って中世ヨーロッパにおける薔

薇の愛好は，フランスが最も早かった。6世紀には，クロードヴィッヒー世の息子，シ

ルデベールー世がパリに薔薇の庭園を設けている。しかし，一般に9世紀のカロリンガ・

ルネッサンスを迎えるまで薔薇栽培は進歩しなかった。カール大帝の古代ラテン文学の
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復興運動とほぼ軌を一にして，古代文明の花の栽培も返り咲いたわけである。

教会は，最初，この異教の誘惑的な花に対して警戒的であり，一時はこの花の愛好熱

を抑圧する策に出たが，既に僧院の庭は，薔薇の垣にめぐらされその花壇には栽培薔薇

が咲き薫っている状態であった。そこで教今は，この異教の花の〃キリスト教化〃を図

ることになった。かくてヴィーナスの花は，マリヤの花に，愛慾の花は，聖者の徳の花

へとその象徴的意味を変えていく。古代オリエントの花は，中世ヨーロッパにおいて，

キリスト教的な花と古代的な花という二つの顔貌を持ちながら，或る時は二つが重なり

合い，また或る時は純粋に一つの顔となってあらわれるのである。薔薇モチーフの中世

におけるこの二面性を，その歴史的変遷においてあとづけることは，古代文化のキリス

ト教化と，それに伴う本来のキリスト教精神（アガペエ）の変質（アガペエとエロース

の複合概念としての愛一カリタスーの宗教へのVariation)を明らかにする上にも意義

のあることである。筆者は，まず宗教詩における薔薇モチーフの変遷を辿りたいと思

う。

i)キリスト教の薔薇

古代のヘブライ人が，そもそも薔薇の花を知っていたかということは,甚だ疑わしい。

少くとも旧約聖書には，薔薇の花は殆んど咲いていない。この世界を象徴する花は，何

んといっても百合である。ルッタァの独逸語訳聖書に見られる薔薇は，中世キリスト教

界の薔薇に対する愛好を如実に物語っている28)。薔薇が，百合と共に乙女の楚々とし

た風情を表現したのは，既にウエルギリウスのアエネイスの一例においても知れる。

この薔薇と百合が中世においてレトリックの上でも常に頭を並べ，首位を争ったのであ

る29)o

古代ローマにかわって文化の担い手となった新興のヨーロッパ諸民族が母国語(Mut-

tersprache)に対してラテン語を父なる語(Vatersprache)として尊び学んだことは周知

の通りである。このいわゆる中世ラテン語は，俗語文学の勃興期（11，2世紀）にいた

るまで，唯一の文化（栽培)-Kultur-の担い手であった。この中世ラテン語に，古代の

伝統が受け継がれながら，キリスト教的変種-Variation-が既に生まれつつあったので

ある。即ち，薔薇栽培の歴史においても，中世のキリスト教世界に薔薇の移植が行なわ

れていた。例えばカール大帝の文教政策の推進力となったアルクィン（735～804）は，

自然を愛する古典主義者であった。彼の僧院の庭には，ウエルギリウスの紅薔薇が白百

合と競い合って咲いていた。いやそればかりか，キリスト教文学における薔薇は，既に

教父時代にも見られる。例えば，ヒエロニムス(331～420)の散文に，或いはアウグスチ

ヌス（354～430)の讃歌にその用例を見ることができる。30)こうして，古代末期から中

世へかけて,薔薇は,新しい中世的な精神にとって象徴的〃意味〃を持つ花へと推移して
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いったのである。薔薇のヴィーナス・モチーフからマリア・モチーフへの推移は，教会

の政策によるよりも，むしろ中世人一般の心の内部で徐々に行なわれていったと見るべ

きが至当であろう。それにしても，マリヤ信仰の起った当初においては，百合がやはり

マリヤの第一の象徴であった。

海の星よ･曙の光よ・処女地よ･

そこに一輪の花が咲きました。美しい輝き。

それは花の中の花茨の百合です。

聖なるマリヤさまo32)

(メルクのマリヤの歌）

ドイツで歌われたこの歌は，12世紀前半のもので，中世ラテン語の詩を模した合唱歌

である。同じく12世紀初頭のマリヤ讃歌では，幼な子キリストの象徴として百合が歌わ

れている。

マリヤさま。マリヤさま。尊く美しいお方。
あ

あなたより生れましし百合。谷間の花。

神のしもべの美徳。われらが主キリスト33)……

(フオラウのマリヤ讃歌5－6）

確かに,原始キリスト教の本来の精神からすれば，ローマ皇帝の、富ミと、霜りの心、

に対して，キリストの教えるミ貧ミとぐ僕べの心ミを象徴するに，野の百合こそふさわ

しい。薔薇は，むしろ前者の象徴としてこそふさわしかった。

しかし，先に引用したメルクのマリヤの歌には，すでに百合と共に薔薇もマリヤの象

徴として歌われている。

リバノンに誉ゆる杉，

ジエリコの薔薇，

最高の没薬なるあなた。

あなたの香りは，かくも遠くに及ぶ。

あなたは，天使たちの上に立ち

あなたは，イブの罪を償う。

聖なるマリヤさま。34）

この雅歌を想わせる比職の重なりのかげにかくれ咲いていた薔薇は28)，12，13世紀と

次第に百合をしのいでマリヤ象徴として定着する。

ワルタア．フォン．デル．フォーゲルヴァイデ(1170～1230)の，マグデブルグのキ

リスト降誕祭(1199)の歌は，フイリップ王の王妃イレーネ（ドイツでの俗称マリヤ）



164金子直一

とげ

をたたえるに，その名に因んでミ刺の無い薔薇ミ35)を以てしている。この刺の無い薔薇

という措辞は，既に宗教歌に慣用的に使われていた。

アベ・マリヤ刺の無い全き薔薇よ･

わたしは誤って，あなたの生み給うた

御子を裏切りました。

マリヤさま。神の怒から救い給へ。36）

(作者不詳12世紀）

更に14世紀になると，神秘主義のヨハネス・タウラー(1300～1361)の作とされてい

る民謡調の宗教詩に次のようなマリヤ・シンボルがみられる。

マリヤよ貴いバラよ･

すべての恵みの若枝よ・

美しい春の花よ･

われを罪から救い給え。37）

まず，マリヤ信仰の開花が，当時の騎士階級の世俗的ミンネ（愛）の開花とほぼ時期

を一つにしていることに，着目したい。先のワルタアの詩における讃仰の対象は，地上の

貴い王妃であり，マリヤは天上の貴い王妃(caeliregina-NotkersSequenzen-,des

himilischuniginne-MariensequenzausMuri-)である。高貴な身分の貴婦人

-frowe-に対する高いミンネーh6heminne-と平行して，天上のマリヤに対する燃え

るような愛が，この時期の宗教詩に見られる。例えば"MariensequenzausMuri"(12世

紀後半),"DasSt.-TrudpertesHohenlied''(12世紀頃）に見られるマリヤ・ミンネ

に，われわれは地上的愛と天上的愛の混清を見ざるを得ないのである。前者における

Kuniginne,froweの呼称やLamichgeniezin,swenne/ichdichnenne.…(あなたの

名前を呼ぶときは，いつもお応え下さるよう…）といった表現に，宮廷的ミンネのキリ

スト教的Variationが見られる。また，後者は，ドイツ神秘主義の最も古い資料で，旧

約の雅歌の愛慾形式を，キリスト教的に解釈したフランスの神秘主義者クレルポーのベ

ルナール(1091～1153)の詩的散文を独逸語に綴案したものである。ここでは，了吋

抑琴斡1，天なる神に迎えられる花嫁としての了I燃料，花婿に対する切々 た
る愛が歌われる。恰も，それは古代末期に咲いたあの女神ディオーネの薔薇の蕾が，こ

こでは天なる露を受けて，ただ一人の夫たる天なる神にその無垢な魂を捧げるに似てい

る。オリエント的な比喰の精神は，プラトニズムの流れとなって中世人の魂に浸み込み，

〃永遠に女性なるもの〃の象徴としてマリヤ像と，花の中の女王である薔薇の結びつき

を容易にしたのである。マリヤにおける処女性も白バラの純潔と容易に結びついた。

この薔薇のマリヤ・モチーフが，最も美しく開花したのは，ダンテ（1265～1321）の

神曲の天堂篇における光と浄福に輝く天上に咲く巨大な薔薇においてである。その前に，
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マリヤ・モチーフから生まれた薔薇の幼な子イエス・モチーフと，天上の薔薇・モチー

フ，殉教者・モチーフに簡単に触れて置かねばならない。中世キリスト教の薔薇・モチ

ーフの頂点をなすダンテの薔薇は，これらのモチーフが合流して開花し結実したと見る

べきだからである。

幼な子キリストが，百合の花にたとえられている例を，われわれは先に見た。マリヤ

象徴が百合から薔薇に移るにつれて，後のクリスマスの歌に幼な子キリストも小さな薔

薇と歌われるようになった。イサヤ書第十一章の冒頭，「エッサイの株から一つの芽が

出，その根から一つの若枝が生えて実を結び，その上に主の霊がとどまる」に因んで，

メルクのマリヤ讃歌は次のように歌っている。

予言者イザヤの

エッサイの株から

若枝が生えたとは

あなたのことを言っているのです

その若枝に開く花とは

あなたとあなたの御子のことです

聖なるマリヤさま。38）

このエッサイの株・モチーフが，キリスト降誕の歌の小さなバラの幼な子イエス・モ

チーフとなって，後の有名なクリスマスの歌"EsisteinRos'entsprungen"へと展開

する。中世後期の絵画に好んで描かれたクリスマスの聖母子像に，おだまきやあやめと

共に薔薇と百合がその背景を飾ったのも39)，詩における薔薇．モチーフのマリヤ象徴，

幼な子イエス象徴に呼応したものと考えられる。

次に，赤い薔薇は，受難，殉教を象徴した。ジェムブルウのジゲベール（1030～1112）

の聖ルキアの殉教-PassioSanctaeLuciae-の中の詩に次のような詩句が見られる。

乙女らは新しき野を行く

花冠を編むため花を摘む

赤い薔薇は殉教のしるし

百合とすみれは愛のしるし40）

紅薔薇の殉教・モチーフは，既に9世紀のセドゥリイウス・スコウトウスのご薔薇と

百合の争いミ（注，29参照）にも見られる。しかし，元来このモチーフは，ヘレニズム

期のアドーニス．モチーフのキリスト教的Variationと見られ得る。このモチーフは，

更にキリストの受難の血のシンボルとしての薔薇モチーフとなる。このようにキリスト

教界は，この異教の薔薇にさまざまなキリスト教的、意味ミを付与するのである。ゲル

マンの古い処女信仰（例えば，ハルトマンの「哀れなハインリッヒ」に見られる乙女の純

潔な血の治癒力）と結びついて，薔薇は民間療法においてもすぐれた治癒力を持ってい

ると信じられていた。また，その五弁の均斉のとれた形状は，古代のペンタ・グラム信
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栄誉に冠せられ，ローマ人の富と享楽に冠せられ，中世人の愛と殉教に冠せられた薔薇

は，ここに至って中世キリスト教の精神界の頂きに，恰もゴシック寺院に冠せられた薔

薇窓の如く光り輝くのである。

ダンテの天上に咲く薔薇は，先ずマリヤ象徴として，ベアトリーチエの導き行く遥か

なる行手に姿を見せる。

汝何ぞわが顔をのみいたく慕ひて，クリストの下に花咲く

美しき園をかへりみざるや
ことぱ

かしこに薔薇あり，こはその中にて神の言肉となり給へるもの，

かしこに諸々の百合あり，こはその薫にて人に善道をとらしめしもの。43）

（天堂篇，23曲山川丙三郎訳）

ダンテは，百合をキリスト者の徳の導き手の象徴，薔薇をロゴス（キリスト）を生め

るもの－聖母マリヤーの象徴としている。この神の言葉を生める神秘の薔薇を，いかに

して人間の言葉に映してみるかというところに，詩人ダンテの天堂にかけられた抱負と

苦心のほどをわれわれは見るのである。彼は，人間の言葉の及び難きを嘆きながら，天

堂の薔薇を描きゆく。

そのいと低き階さへかく大いなる光を己が中に集むるに，

花片果るところにてはこの薔薇の広さいかばかりぞや

段より段と延びをり，とこしへに春ならしむる日輪にむかひて讃美の

香を放つ無窮の薔薇の黄なるところに

ベアトリーチェは，あたかも物言はんと思ひつつ言はざる人の
いい

如くなりし我を惹行き，さて日けるは。………44）

(同上,30曲）

この浄福に輝く薔薇の大きさが，地上の尺度をはるかに越えるさまを描きつづるダン

テの筆は，極めて修辞的で且つ視覚的であって，決して幻想的ではないところに着目し

なければならない。この世ならぬものを描くに，この世のすべてのものは比職として，

ダンテの言葉の具となる。ここでは，言葉そのものが，神のロゴスを映すご比職ミの性

質を帯びてくるのである。これは極めてリアルに物を描くミ目ミと，物の背後にイデア

を見るミ比喰の精神ミのいずれか一つを欠いてもなし得ぬ業である。先の中世の黎明を

告げるにふさわしい、女神ヴィーナスを相る夕べの歌ミにおいて，薔薇と露玉を描き出

した観察と比喰の精神が，ダンテの神曲において実りを結んだと言うことができよう。

小宇宙としての薔薇が，大宇宙を映し出すとぎ，小宇宙の現実感は，大宇宙の実在感へ

と昇華するのである。ここに，われわれは，プラトン的愛（エロース）の人間から神へ

の上昇の希有にして最も偉大な典例を見るのである。ダンテは，この神曲の最終章にお

いて，人間から神への上昇のエロースが神から人間への下降のアガペエに転化するさま

を次のように描いている。

●
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汝の胎内にて愛はあらたに燃えたりき，

その熱さによりてこそ永遠の平和のうちにこの花かくは咲きしなれ,

ここにては我等にとりて汝は愛の亭午の燈火，

下界人間のなかにては望みの活泉なり45）

（同上，33曲）

ダンテの愛は，ベアトリーチエ→マリヤ→キリスト→神へとエロース的に上昇を辿っ

たのであるが，マリヤの胎内に生まれたキリストの愛の福音は，人間への愛（アガペエ）

の下降の線を描くのである。エロースの園に開花した薔薇のマリヤ・モチーフから生ま

れた幼な子イエス・モチーフにおいて，プラトン的なエロースは，キリスト教の愛の福

音一アガペエーヘと変質する。

ダンテの神曲における薔薇モチーフをもって，中世カソリック世界が古代から受けつ

いだ遺産は，キリスト教的Variationによって見事な結実を見たのである。われわれ

は，再び天上的薔薇から地上の薔薇に目をむけねばならない。

ii)地上の愛の薔薇

a)カルミナ・ブラーナの薔薇

われわれは，プロバンスの地に咲いた薔薇，ドイツのミンネ・ザングの薔薇に目をや

る前に,12世紀の中世ラテンの杼情詩に目を転じなければならない。このいわゆる

Vagantenliederについて，ヘレン・オデル女史は"TheWanderingScholarJの序文

で次のように言っている｡

「12世紀の学者（注，遍歴学徒・僧侶）の杼情詩は，春を告げるクロッカスさながらに

新しい奇蹟としてわれわれの目に映ずる。然し，その土壌は，忘れられた学者たちの数

世紀にわたる古典学の腐葉土である。その感情的な背景は，当代のものであるが，その

文学上の背景は，異教的なものである。その文学上の内容は，古典的，或いは擬古的で

ある。…（中略）…時代を展望するセンスは持たなかったが，連続性に対する強い感覚

を持っていた中世の学者にとって，ウエルギリウスやキケロは彼の戸口を静かに流れて

いる川の上流に過ぎなかったのである46)。」

彼女は，クルチウスの連続性という概念を古代末期から中世にわたってのラテン語詩

集を豊富に引用しつつ実証している。

さて，薔薇・モチーフにおいては，どのような連続性を見ることができるであろうか。

主として12世紀のラテン語の詩を集めたカルミナ・ブラーナーCarminaBurana-47)

と，それよりやや時代が遡ると思われる詩を集めた，いわゆる「ケンブリッジ歌謡集」

-CarminaCantabrigiensia48)一に基いて見ていきたいと思う。両詩集に共通に見られ

るのは，地上の春に対する新しい生命感情である。

ただ，後者の場合にひそやかな春への想いが，カルミナ・ブラーナの場合，よりあか

らさまな生命感情となって歌われている。薔薇・モチーフについて言えば，前者には，
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感情が，薔薇の花に一つになって結ばれるのである。同じくカルミナ・ブラーナの次の

詩は，よくその事情を伝えている。

I)薔薇よ'薔薇を摘め。

薔薇は愛の花ゆえに。

あの薔薇ゆえに，わたしの心は

すっかり愛のとりこ。

美しい花の女神よ。薔薇の香りを

とこしえにくゆらせよ。

汝の輝きを曙光のように

美しく輝かせ・

薔薇よ･この薔薇を見よ。

わが愛のしるしを－微笑んで。

わが薔薇に歌っておくれ。

小夜啼烏の愛の歌を。

薔薇に接吻をおくれ。

朱の唇にふさわしい花ゆえに。

II)絵の薔薇はほんとの

薔薇でない。所詮それは絵空事。

薔薇は描けても，

薫りは描けない。49）

(C､13.186)

カルミナ・ブラーナの中の薔被を主題としたこの歌は，いうまでもなく薔薇の讃歌で

あると共に愛の讃歌である。この薔薇は，愛する女のメタファである。レトリックは，

すべて古典的である。しかし，最後の二節をどのように解釈すべきか－これは，極め

て暗示に富む表現である。

II)flosinpictura

nonestflos,immof""〃；

quipingitflorem

nonpingitfiorisO""e"@.

全体の歌の調子から解釈すれば，この歌の作者は，比嚥－figura-の薔薇は，香のな

い薔薇であって，色も香もある薔薇こそ，本当の愛の花であるとし，ダンテ的な比嚥の

薔薇に強く反接し，肉体を伴った愛こそ本当の愛だと言っているように思われる。しか

し,odor-香り－という言葉を中心に考えると，第三節のとこしへの香という表現から

みても，薔薇の生命はその色や形にあるのではなく香りにこそその永遠の生命があるの

であって，その香りは，言葉や絵では描き出せない実体-Substanz-である。絵や詩の
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薔薇は所詮，比職一figura-でしかない。それと同じように愛の生命も，歌や絵には到

底描き得ないものだと歌っているようにも解せられる。後者の解釈によれば，ダンテの

世界と相容れないものではなく，プラトン的な実念論の思想が投影していると考えられ

る。この考え方をとれば，シェクスピアのソネットに見られる思想，即ち薔薇の香りが

実在であって，その形姿は影でしかないという思想へと連続性を持つものであり，前者

の解釈によれば，ルネッサンスの薔薇，例えばロンサールの薔薇の花へと連続線を描く

ものである。筆者は，この二様の解釈の正否を措き，このような表現の両義性こそこの

時代の精神の多面的性格を物語るものだと指摘するにとどめたい。

現世的な愛を歌った合唱歌に，新しい春を告げる薔薇を歌い上げた次のような詩句が

ある。

わが心の恋い渡るは

花の中の花。

わが目の日々の楽しみは

薔薇の中の薔薇。

ああわが心は火と燃える．……･･50）

(C､B､179)

薔薇の花と乙女のイメージが重なりあって，よりひそやかな愛の感情を歌ったものと

しては，次の詩がある。

緋の衣をまとって，

薔薇の乙女が立っていた。

乙女に触れると，

緋の衣がゆれた。

おお／

乙女は立っていた。

薔薇の蕾のように。

その顔は輝き，

その唇は花開いた。

おお。 50） (C.B.177)

カルミナ･ブラーナの愛の歌は，このように薔薇を愛のメタファとして歌うことによっ

て，新しい愛の感情を表現したのである。メタファによって蔽うことによって，却って

あからさまな感情を歌い上げるのが，この時代の詩の心であったようである。隠すこと

によってあらわすという隠微な精神は，古代ギリシヤのオリエント体験によるヘレニズ

ム化への傾斜の中に見られた現象であり，今ここでローマを経て返り咲いたわけであ

る。薔薇は，宗教詩においては象徴の花としてその寓意性の中に咲いたが，世俗詩の中

では，レトリックの花として比職とメタフアの中で咲いたのである。
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b)ミンネ・ザングの薔薇

カルミナ・ブラーナと同じ頃，ドイツの地でミンネ・ザングの薔薇が咲き始めた。こ

のドイツの風土に咲いた花も，文学の上から見れば，古典的伝統のゲルマン的キリスト

教的変種(Variation)と考えるべきである。

先ず初期の騎士的ミンネ・ザングから，ドイツ咲きの薔薇の花を観察したいと思う。

われわれは，ドイツのミンネ・ザングの曙光を告げるような素朴な薔薇の花を，作者不

詳の次の歌（12世紀頃）に見出す。

輝く薔薇とわがよき人の愛ほど，

賞ずらかに有難きものはなし。

小鳥は歌う森に。

それは諸人の喜び。されど

よき人の来ざれば，夏の喜びも空し･5'）

これは，女性の愛の喜びと悲しみを自然形象に託して歌った詩である。この女性にと

って，薔薇と愛は一体になっている。だから，もし愛がなければ，薔薇の美しい輝きも

無意味になって終う。愛あればこその薔薇である。ここには，ラテン詩に見られるよう

な修辞の妙は無いが，それに代る素朴な心情の深さがある。

同じく12世紀の詩人ディエトマル・フォン・アイスト（1140～70）の歌を引用する。

菩提樹の梢に小鳥が歌った。

森のはずれが賑やいだ。

と，久方ぶりで心が踊った。

昔の愛の想い出の場所だ。

薔薇の花が，今も咲いていた。

その花故に，わたしの想いは

一人の婦人に捧げた愛に満たされる。52）

この歌では，薔薇の花が過去の愛を想起させる重要なモチーフとなっている。これは，

現代風に言えば一種の象徴的手法と言えよう。薔薇と愛のしとね，薔薇と赤い唇といっ

た伝統的なイメージの連想が，この象徴的手法の効果を強めているわけである。今二つ

の詩に共通な点は，薔薇が修辞的な装飾性としてでなく，内面的な感情を映す象徴性と

して歌われているという点である。この薔薇は，ミンネの､しるしミとして咲ている。

初期の杼情詩から比職的に使われた薔薇の例を挙げてみると，例えばミわたしの顔色

は，茨の薔薇のように咲きそめるミーsoerbliietsichminvarwealsderr6seandorne

tuot-(MF8,17)といった伝統的修辞も見られるが,12世紀から13世紀へと，騎士的

ミンネ・ザングが宮廷的ミンネ・ザングヘと移行して，始めてレトリックの花が咲くの

である。まず古典期のミンネ・ザングの代表的詩人であるワルタア・フォン・デル・フ
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オーゲルヴァイデの薔薇・モチーフを分析しよう。ワルタアには，薔薇の用例が10ほど

ある58)。

百合と薔薇の対置による慣用的な措辞は，次の通りである。

五月の光，草の中に露玉をつけて

輝く百合や薔薇，小烏たちの歌声。

それも，この清らかな心の喜びに

比すれば，ともし。………54）

婦人の頬に百合や薔薇の輝きを与えた55）

われらは思う，貞節な婦徳の

変わりなきこそ女の鑑と。

もしこの徳が五月の花と咲かんとき，

まことそは薔薇のかたえの百合の花。……56）

婦人の頬は赤く染った，

百合のかたえの薔薇のように。57）

(27,20）

(28，7）

(43,32）

(74,31）

薔薇色の顔という中世ラテン詩の措辞が，ワルタアにおいて薔薇と百合の頬に変化し

ている。百合のように白い肌の下に，血の色が透けてほんのりと薔薇のような紅が射す

という感じは，実際に視覚的なリアリテを持っていたに違いない。しかし，ここで第一

の例と第三の例に見られる内なる心と外なる美の照応がある。第一の例では，愛の心に

較ぶれば，薔薇の美しさも貧しいものだというテーマであり，第三の例は，婦人の減ら

ぬ愛の心と，百合や薔薇の美しさとが照応している。

薔薇と百合は，ミンネの美と徳の象徴となっている。初期のミンネ・ザングの薔薇を，

野に咲く薔薇とすれば，この薔薇はミンネの倫理によって培われた栽培薔薇である。ワ

ルタアの語彙ziihten,phlegenは，心をこめて栽培し，育てるという意味が，花と心に

対して両義的に使われている。

しかし，彼は野に咲く野性の薔薇の美しさも歌っている。有名な〃菩提樹の下〃に見

られる薔薇はドイツの野に咲く薔薇である。

そのとき，あの人は

いとも見事に

花の褥を作りました。

その細径を通る人は

それを見て，

心の底から笑うでしょう。

薔薇の花を見れば，

タンダラダイ
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よくわかります，わたしの頭がどこにあったか。………58） （40，7）

(石川敬三訳）

この薔薇は，古代ローマの宮廷の愛慾の褥を飾った薔薇でもなく，またヘレニズム的

な比嚥の薔薇でもなく，ドイツの地に咲いた素朴で生命力の強い花である。色や香こそ，

栽培種に劣るとも，健康で明るいこの薔薇は，ナイトハルト(ca､1210～ca.1245)やポ

ルケンシュタイン（1377～1445）に，歌いつがれドイツ民謡の伝統の中に強い生命力を

保ち続けるのである。

（紙数の都合で，中世におけるドイツ語圏，全般にわたっての薔薇モチーフについては，稿を改め

てまとめたいと思う。プロバンスの薔薇もその折に触れたいと思う。）

注

1）ヨーロッパ文学における伝統の連続性(Kontinuitat)という概念は,E.R・Curtiusがその

大著"EuropaischeLiteraturundLateinischesMittelalter"(1947)の第一章において，ト

レルチェの歴史主義，トインビーの広汎な歴史的視野，ベルグソンの生命の形而上的発展の哲

学的理論を援用しつつ展開している《歴史像の汎ヨーロッパ化”という概念の基礎をなすもの

である。彼は，同書のエピローグにおいて，この概念のために約5頁の紙数を費している(S.

395～S､400)。このヨーロッパ的視野に立った伝統の連続性という意識は，前世界大戦の危機

意識の中の萠し，国家中心の19世紀的伝統意識に対する反省として起ってきたものとして，そ

れ自体きわめて汎ヨーロッパ的現象であって，西ヨーロッパ中心の考え方の是正，ビザンチン

文化の再認識，中世ヨーロッパ（特にクルチウスのいわゆるラテン的中世）に対する強い関心

と，その学問的成果，中世文献学の著しい進歩など，現在に到るまで実り豊かな精神的生命を

保持している。

2）

3）

4）

5）

” a〃
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〃
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(Iamb・Fr､19～25)

"06"04z･a〃6α,7ro6"ofr";'α，

"06"ofrα鮪αｽαoされ〃α；
、

Zvα舵で〃β66",Tα洸池i'α，

でα舵で吻応αｽ也館〃"α・

(LoebClassicalLibrary,LyraGraecaIII.S.536)
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〃

き】ノ＆γ⑦"‘汀epf"r【伽の"；、

(L､C､L・LyraGraecall,BookVII,86)
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6）6の応e66〃りく，”β0肘でαβ660@くさpe7rr6く.116

(L.C.L.LyraGracalll,s.106.）

7）き〃6，肋のβ少8Xpo〃応どｽ伽"6('306のソ

〃αスルの"，ββ660"@6§元α?く6"のβoく

ぎぴぱαor，,α"Uぴぴ0"E"の"舵“ｽｽの"

に⑦〃αにα池γβ《0"･…（2）

(PoetarumLesbiorumFragmenta,edideruntE.LobeletD・Page,Oxford.S.5)

8）古代の伝説の一つに，薔薇がアプロディーテと一緒に海の泡から生まれたとするものもあ

る。元来，アプロディーテも，東方起源の女神である。オリエントにおけるこの豊穰，多産，

結婚の女神が，ギリシャに入って美と愛の女神となる。古典期のアプロディーテ像は，ヘレニ

ズム期になるとますますその美と官能性を加へ、ローマのビーナス像へと移行する。
9)WilhelmWoringer:GriechentumundGotik.MUnchen,1928

10）…ガov6'ウ？‘ｽさpaorOr,き〃‘"β“‘〃のβ‘"･〃勘"60E

z〃"o"ｽα〃Ef606ぐゥ肋で§β〃ｽeb660".4

(L､C.L・TheGreekanthologyl,BookV.144.)
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(Ibid・BookV､84)
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(Ibid.BookV､170.)

13）76β660〃α""ME2βα6d"Xp6j/0"･〃舵冗apさｽβ"，

‘液の〃66β和e‘ぐo5b6601/,〃1αβaro"．

(Ibid.BookXI.53)

14）

15）
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16)Tyrrhenaregurnprogenies,tibi

nonanteversolenemerumcado

cumflore,Maecenas,rosarumet

pressatUisbalanUscapillis...

(Theokrit.V)

(HoratiUs;Carmina,Odelll,XXIX)
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17)Quismultagracilistepuerinrosa

perfususliquidisurgetodoribus

grato,Pyrrha,subantro?..･

(Ibid,I,V)

18)Persicosodi,puer,apparatus,

displicentnexaephilyracoronae;

mittesectari,rosaquolocorum

seramoretur．

(Ibid.I,XXXVIII>

19)atAcmelevitercaputreflectenslO

etdulcispueriebriosocellos

illopurpureooresaviata

(CatulliCarmina,XLV)

20)@℃ameriummihi,pessimaepuellae!､'10

quaedaminquit,nudumreduc(tapectus),

"enhicroseislatetpapillis.，，

(Ibid・LV)

21）ウエルギリウスの薔薇の用例は以下の如し。

Culex,399.Hicetacanthos/etrosapurpureumcrescenspudibundaperorbemetviolae

ornnegenus･

Copa,7．Sunttopiaetkelebes,cyathi,rosa,tibia,chordae,

ettricliaumbrosisfrigidaharundinibus.

Ciris,98.foribusquehyacinthi/deponuntfloresautsuaverubensnarcissusautcrocus

alternaconjungensliliacalta,

sparsaqueliminibusfloretrosa,nuncage,divae,

Geor･IV268proderitettunsumgallaeadmisceresaporem

arentisquerosas,

Ibid,134．Primusvererosamatqueautumnocarperepoma,

Aen.XII69.Autmixtarubentubililiamulta/albarosa:talisvirgodabatorecolores.

Copal4・Suntetiamcroceoviolaedeflorecorollae,

sertaquepurpurealuteamixtarosa,

etquaevirgineolibataAcheloisabamnee

liliavimineisattulitincalathis･

Cataleptonll,Vererosa,autumnopomis,aestatefrequentor

spicis:unamihiesthorridapestishiemps.

22）…eccevigilrutilopatefecitabortu

PurpureasAuroraforesetplenarosarumlll

Atria...

(Ovidius:Met・II)

23)curnonsubaltavelplatanovelhacl3

pinuiacentessictemereetrosa

canosodoraticapillos,

dumlicet,Assydriaquenardo

potamuSuncti?..。

(Horatius:Carmina,Ode,II,XI)



24）

25）

26）

27）

薔薇モチーフの変遷（1）

Parcentesegodextras21

odi:spargerosas;audiatinvidus

dementem…

(Ibid,III,XIX)

dumvernatsanguis,dumrugisintegerannus,

utere,nequidcraslibetaboredies!

vidiegoodorativicturarosariaPaesti61

submatutinococtaiacereNoto.．’

(SextiPropertiElegiarumLiberlV,V)

●●●

vidiPaestanogaudererosariacultu,10

exorientenovoroscidaLucifero.

rarapruinosiscanebat.gemmafrutecis,

adprimiradiosinterituradie･

ambigieres,raperetnerosisAuroraruborem

andaretetflorestigeretortadies.

rosunus,colorunus,etunummaneduorum･

siderisetflorisnamdominaunaVenus.

forsanetunusodor:sedcelsiorilleperauras

difflatur,spiratproximusistemagis.

●●●●●●

mirabarceleremfugitivaaetaterapinam34

etdumnascenturconsenuisserosas.

ecceet.defluxitrutilicomapunicafloris,

dumloquor,ettellustectaruboremicat.
●●●

quamlongaunadies,aetastamlongarosarum,

quaspubescentesiunctasenectapremit.

quammodonascentemrutilusconspexitEous,

hancrediensserovespereviditanum.

sedbenequodpaucislicetinterituradiebus

succedensaevumprorogatipsasuum.

collige,virgo,rosas,dumflosnovusetnovapubes,

etmemorestoaevumsicproperaretuum.

(Ausonius,Derosisnascentibus)

IV

ipsagemmispurpurantempingitannumfloridis;

ipsaturgentespaillasdefavonispiritu

urgetinnodostepentes;ipsarorislucidi,

noctisauraquemrelinquit,spargitumentesaquas.

crasametquinunquamamavitquiqueamavitcrasamet.

V

emicatlacrimaetrementesdecadUcOpOndere$
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28）

29）

30)

31）

金子直一

guttapraecepsorbeparvosustinetcasussuos:

umorillequemserenisastrarorantnoctibus

manevirginespapillassolvitumentipeplo.

cras・・・

VI

enpudoremflorulentaeprodideruntpurpurae

etrosarumflammanodisemicattepentibus.

ipsaiussitdivavestemdepapillissolvere,

utrecentimanenudaevirginesnubantrosae．

cras･･･

VII

factaCypridisdecruoredequeAmorisosculo,

dequegemmisdequeflammisdequesolispurpuris,

crasruboremquilatebatvestetectusignea

uvidomaritanodononpudebitsolvere.

cras･・・・｡。

(PervigiliumVeneris)

ルッタァ訳聖書に見られる薔薇の用例は下記の通りである。

Ps、45．1einBrautlied｡｡vondenR.

60.1gUldenKleinod,vonderR．d･Zeugnisses

69．1PsalmDavidsvondenR.

80．1PsalmAsaphsvondenR.

Hoh.2．1b、e、R･imTal．2．W．e、R･unt．d･Dornen.

2.16m.Fr・istm…d.unt.d．R･weidet4,5;6,3.

5．13seineLippensindwieR.

6．2m・Freundisth・gegang…dasserR･breche.

7．3wieeinWeizenhaufen,umstecktmitR.

Hos、14．61sraelsollbliihenwieeineR.

WS､2．81asstunsKranzetragenvonjungenR.

Sir、39.17ihrheiligenKinder,wachsetwiedieR.

50.8wieeineschOneR.imLenz. (CalwerBibelkonkordanz)

ルッタァは，ここに見られるように多くの場合，百合を薔薇に置きかえている。旧約の二

つの薔薇の用例シヤロンの薔薇及びジェリコの薔薇に関してもわれわれのいわゆる薔薇であ

るかどうか，さまざまな考証がなされている。シャロンの薔薇は，一説によるとパレスティ

ナに原生する水仙だと言われている。

薔薇と百合の争いと，その円満な解決をアレゴリカルに歌ったのは，九世紀のSednlius

Scotusである。この争いは，春が来ると共に決着を見る。

Orosapulchratace,tuagloriaclaretinherbaRegiasednitidisdominentUrlilia

sceptris-TuRosamartyribusrutilamdasstemmatepalmam,Liliavirgineasturbas

decoratestolates.

Hieron.vit・Paul・erem.§38rosascape,

Hieron.vit.Hilarion.928rosa,utdicitur,despinisfloruit

Augstin,inpsalm、96,19.:rosaerubentes



32）

33）

34）

薔薇モチーフの変遷（1）

Mersterne,morgenrOt,angerungebrach6t,

daranestateinbluome,diuliuhtetals6sc6ne:

siistunderdenanderens61iliumunderdornen,

SanctaMaria

MariaMaria.edeliufrowa,

vondiristgebornlilium,bluomeconvallium,

derdeumuoteere,Crist,gotunserherre.

CedrusinLibano,

rosainJericho,

ddirweltemirre,

daderwaezzestals6verre,

dabistUberengilal:

d6besuontestdenEvenval,

SanctaMaria.

(DasMelkerMarienlied)

(DasVorauerMarienlob5-6)

(DasMelkerMarienlied)

35)imsleicheinh6hgeborniukUneginnenach,

r6sanedorn,eintabesundergallen．

36）

37）

38）

AveMaria,ainrosanalledorn,

mitmissetanthanichverlorn

dinkind,dasvondiristgeborn:

Maria,versienmichvorsinemzorn.

Maria,duedlerrose,

allersaldenainzwy,

duschOnerzitenlose,

machvunsvonsUndenfry.

Ysayasderwissage

derhabetdingewage,

derquotwievoneJessesstamme

wiiehseeingertedanne.

davonescoleinbluomevaren:

diubezeichintdichundedinbarn,

SanctaMaria.

(WalthervonderVogelweidel9-13)

(WackernagelNr.59)

(JohannesTauler,WaCkernagel,Nr､458)

(DasMelkerMarienlied)
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39）中世後期の聖画にあらわれた薔薇については，三浦アンナ著「白馬に乗れるロゴス」（新教
出版）のクリスマスのばらの章（18頁～28頁）に詳しい。
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Hepervagantespratarecentia

provellequeruntsertadecentia,

rosaslegentespassionis.

liliavelviolasamoris.

(Virginalissanctafrequentia)

ヨハン・ホイジンガ著,r中世の秋」（創文社)(298頁）

Aus66EinTextbuchausderaltdeutschenMystik"HerausgegebenvonHermannKunisch,

40）

41）

42）

RowohltsKlassiker(S.136)

'Percelafacciamiasit'innamora,

Chetunontirivolgialbelgiardino

ChesottoiraggidiCristos'infiora？

QuivielarosaincheilVerboDivino73

Carnesifece;quivisonligigli,

Alcuiodorsipreseilbuoncammino.

43）

(Paradiso,xxiii.)

Esel'infimogradoinseraccoglie

Sigrandelume,quant'elalarghezza

Diquestarosanell，estremefoglie？117

●●●●●●●●●

44）

Nelgiallodellarosasempiterna,124

Chesidilata,digradaeredole

Odordilodealsolchesempreverna,

Qualecoluichetaceedicervuole,

MitrasseBeatrice,edisse:．….．

(Ibid.xxx.）

Nelventretuosiraccesel'amore,7

Perlocuicaldonell'eternapace

Cosiegerminatoquestofiore.

Quiseianoimeridianaface

Dicaritate,egiusointraimortali

Seidisperanzafontanavivace.

45）

(Ibid・xxxiii)

HelenWaddell:TheWanderingScholars,Introduction,xiii.

CarminaBurana,herausgegebenvonAlfonsHilkaundOttoSchumanBand、1．11.

Ｊ
ｊ
７
Ｊ

６
７
８
９

４
４
４
４

CarminaCantabrigensia,Heidelbergl950

I)Suscipe,flos,florem,

quiaflosdesignatamorem!

Illodeflore

nimiosUmcaptusamore.



薔薇モチーフの変遷（1）

Huncflorem,Flora

dulcissima,semperodora!

Namvelutaurora

fiettuaformadecora.

Florem,Flora,vide!

quemdumvideas,michiride!

Florifarebene!

tuavoxcantusphilomene.

Osculadesflori!

rubeoflosconvenitori.

11)flosinpictura

nonestflos,immofigura:

quipingitflorem

nonpingitflorisodorem.

50）3.Flosestpuellarum,quamdiligo,

etrosarosarum,quamsepevideo.

intuscaleo.

o!o!

totusfloreo!

1.Stetitpuella

rufatunica;

siquiseamtetigit,

tunicacrepuit.

eia!

2.Stetitpuella

tamquamrosula:

faciesplenduit

etoseiusfloruit.

eia!

51）

52）

'Michdunketnihts6guotesnochs61obesam

s6diuliehter6seunddiuminneminesmen.

diukleinenvogellin

diusingentindemwalde:destmenegem

herzenliep･

mirnkomeminholdergeselle,inhander

SUmerWiinneniet．

6fderlindenobenedasanceinkleinezvogellin.

vordemwaldewartezl6t:d6huopsichaberdazherzemin

aneinestatda'zedawas.ichsachdier6sebluomenstan:

diemanentmichdergedankevildieichhinzeinerfrouwenzeinerfrouwenhan．

53)RosebeiWaltherv.d・Vogelweide

7,2319,1327,2027,2928,740,743,3274,31102,35112,3
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(C､B.186)

(C､B､179)

(C.B.177)

(MF3,17)

(MF34.3)
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54）

金子直一

liljenunder6senbluomen,swadieliuhten

inmeientouwendurhdazgras,undkleinervogelesanc,

dazistgeinsolherwUnneberndenfr6idekranc,

swamaneinschoenefrounsiht...

55)derliezichliljenunderosenuzirwengelschinen.

56）

57）

58）

Wirwellendazdiustaetekeit

derwibesgUetegareinkr6nesi・

kansimitzUhtensingemeit,

s6stetdiuliljewolderr6senbi.

irwangenwurdenr6t,

samediur6se,dasibiderliljenstat・…

D6hetergemachet

als6riche

vonbluomeneinebettestat.

deswirtnochgelachet

innecliche,

kumtiemenandazselbepfat.

bidenr6senerwolmac,

tandaradei,

merkenwamirzhoubetlac...

付記

(27,20）

(28,7）

(43,32）

(97,31）

(40,7)

訳詩は，それぞれ専門の諸先生の御訳業を拝借したもの以外は，筆者の試訳である。




